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数は 110万 8,334人である。このうち、33万 6,468人 (男性:20
万 2,743人、女性:13万 3,725人)が、ガンにより死亡している。
















P (BjA) = P (AjB)P (B)
P (A)
(1)
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図 3 ガン判定結果
5 おわりに
　呼気のデータから、ガンの判定がある程度可能であること
を示した。現在の判定率では実際に使うことができるレベルに
はいたっていない。ただし、データが増加すればしきい値が安
定し正答率も増加すると考えられる。今後は、患者によって呼
気全体の検出量に差の問題や、曖昧な患者を判定する方法を考
える必要がある。
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